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連絡先 
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1.事業の計画の名称、目的及び内容 

(1)名称 主要地方道一志美杉線(仮称矢頭峠トンネル) 

(2)目的 主要地方道一志美杉線は、美杉町下之川地区から津市市街地へ抜ける最短ルート

となっているが、波瀬井の口～下之川山口間は幅員狭小・線形不良な悪路となって

いるため、以前から地元住民を中心に道路改良の要望が上がっている。さらに、平

成20年度津市新最終処分場の建設地が下之川高山、西狭間地区に決定したことを受

けて、市街地とのアクセス性向上による地域活性化や交通安全度の向上、処分場へ

のゴミ運搬ルートの確保等を主要な目的として整備する方向である。 

(3)事業主体 三重県 

①計画地の位置 

(参考図-1参照) 

三重県津市一志町波瀬～美杉町下之川 

②建物・施設等の概要 

(用途、規模、面積、配置等) 

(参考図-2参照) 

道路の区分：第3種第4級 

延長：1,870ｍ（内トンネル延長1,637ｍ） 

車線数：2車線（幅員5.5 ｍ(7.0m)） 

設計速度：40 km/h 

③用水の使用計画 ― 

④エネルギーの使用計画 ― 

⑤雨水、汚水の排水計画 雨水：道路側溝を流下し、既設排水路へ放流する。 

汚水：― 

⑥道路・交通計画 本計画は、新最終処分場の供用開始前（平成 27

年度中）に整備する方向である。また、地元要望

を受けて、津市でも並行して本路線から処分場へ

のアクセスルートを確保するために、下之川地区

内の市道バイパスの整備を行う予定である。 

ア)着工の予定時期 着工：平成23年 12月頃予定 

(4)計画内容 

⑦工期 

イ)完工及び供用開

始の予定時期 

完工：平成28年 2月頃予定 

供用：平成28年 3月頃予定 

(5)関連事業計画 ― 

(6)その他 ― 
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2.計画地の社会的条件の現況等 

①交通の現況 対象路線である一志美杉線周辺の主要な道路及び交通量は以下のとお

りである。 

道路種別 路線名 観測地点 平日交通量 

松阪青山線 津市美杉町竹原 1,221台/日 

一志美杉線 津市美杉町中村 965台/日 

嬉野美杉線 津市美杉町上多気 979台/日 

主要地方道 

久居美杉線 津市美杉町八知 1,998台/日 
出典：「平成17年度全国道路情勢調査報告書」 

（平成19年 3月、国土交通省中部地方整備局） 

公共交通機関は、ＪＲ名松線および美杉コミュニティバスがある。 

②土地利用の

現況 

事業計画地及びその周辺の大部分は林地として利用されており、八手

俣川沿いの低地が水田や茶園、住宅地として利用されている。 

③水域利用の

現況 

君ヶ野ダム直下で八手俣川と合流する雲出川は、津市及び松阪市の水

道用水や工業用水、農業用水として広く利用されている。また、中部電

力竹原発電所では、君ヶ野ダム流入前の八手俣川河川水を利用して発電

を行っている。 

(1)計画地の社

会的条件の

現況 

④生活関連施

設の現況 

事業計画地から南西約 2.5km に下之川診療所がある。事業計画地及び

その周辺においては、学校、福祉施設及び文化施設等の生活関連施設は

存在しない。 

①自然環境保

全地域等の

指定状況 

自然環境保全地域、自然公園地域、鳥獣保護区の指定状況 

1)自然環境保全地域 

事業計画地及び周辺に自然環境保全地域の指定はない。 

2)自然公園地域 

計画路線は赤目一志峡県立公園内を通過する。 

3)鳥獣保護区 

事業計画地から北西約 2km に「津市美杉町君ヶ野ダム鳥獣保護区」

が存在するが、計画路線は通過しない。 

(2)関係法令等

による地域

の指定・規制

状況 

②土地利用規

制の現況 

都市計画法、農業地域振興法、森林法等の規制状況 

1)都市計画法 

対象事業は都市計画区域外を通過する。 

2)農業地域振興法 

対象事業は農業振興地域を通過する。 

3)森林法 

対象事業は森林地域及び地域森林計画対象民有林を通過する。 

4)砂防法 

対象事業は砂防指定河川を通過する。 

5)河川法 

事業計画地周辺の八手俣川は河川区域に指定されている。 

6)地すべり等防止法 

事業計画地周辺には急傾斜地崩壊危険区域が点在する。 
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3. 計画地の自然的条件の現況 

文献調査 文献名 「土地分類基本調査「二本木・丹生」」 

：地形分類図、表層地質図（三重県、平成15年 3月） 

「三重県内活断層図(その2：中南勢及び周辺地域)」 

（2007年、鈴木康弘・渡辺満久・廣中大助・杉戸信彦・三

重県） 

「自然のレッドデータブック・三重-三重県の保護上重要な地

形・地質および野生生物」（三重自然誌の会、1995年） 

「日本の地形レッドデータブック－危機にある地形－」 

：第1集、第2集（古今書院、2000年、2003年） 

現地調査の有無 有(H22.8) 聴取調査の有無 無 

(1)地形・ 

地質 

調査結果等 

 

事業計画地及びその周辺は、中央構造体の内帯に位置し、主に標高

800m以下で、山頂部に傾斜面を持つ山地帯である。 

事業計画地及びその周辺の地質は、トーナル岩・花崗閃緑岩類よりな

る領家深成岩が広く分布する。事業計画地より西の八手俣川沿いでは、

礫岩や砂岩からなる一志層群下部層が分布している。 

事業計画地直下には、推定活断層がみられる。 

事業計画地及びその周辺には重要な地形・地質は存在しない。 

文献調査 文献名 ― 

現地調査の有無 無 聴取調査の有無 無 

(2)水象 

調査結果等 事業計画地及びその周辺における主要な河川として、鴉谷川、波瀬川

がある。鴉谷川は、八手俣川、君ヶ野ダムを経て雲出川に合流する。波

瀬川は、伊勢平野で雲出川に合流する。 

調査の方法 文献調査 

1)気象：白山測候所における平年値（降水量のみ、1999年～2008年） 

粥見観測所における平年値（1999年～2008年） 

2)水質：雲出川上流(両国橋)における平成19年度の測定値 

八手俣川（山口橋）における平成18年度の測定値 

3)大気質：美杉総合支所におけるダイオキシン類（平成20年度）、硫黄

酸化物（平成19年度）、二酸化窒素（平成20年度）の測定値 

4)騒音：津市久居東鷹跡における平成19年度の環境騒音測定値 

津市久居新町における平成19年度の自動車交通騒音測定値 

5)振動：津市ｼﾞｬｽｺ久居店における平成19年度の自動車交通振動測定値 

（※騒音、振動の測定地点は、事業計画地から約15km離れている） 

(3)気象・ 

大気質等 

調査結果 1)気象 
気温 平均気温：15.0 ℃ 

最高気温：31.4 ℃（8月） 
最低気温：-0.1 ℃（2月） 

降水量 年間降水量（白山）：1,678 mm 
年間降水量（粥見）：2,043 mm 
月別降水量：最大425.7 mm（9月） 

最小60.9 mm（12月） 
風向・風速 平均風速：1.4 m/s 

最多風向：西北西 
出典：「気象観測（電子閲覧室）」（気象庁ホームページ）  



5 

(3)気象・ 

大気質等 

調査結果 2)水質 

■雲出川上流（両国橋：環境基準の類型AA） 

項目 平均値 範囲 
環境基準 

適合率（％） 
pH 7.9 7.3～8.5 100 
DO（mg/l） 10.0 7.8～12.0 100 

BOD（mg/l） 
0.6 

75％値：0.7 
<0.5～0.9 100 

SS（mg/l） 1 <1～1 100 
大 腸 菌 群 数
(MPN/100ml) 

4.1×103 
4.9×10 

～2.4×104 
17 

出典：「平成20年版 三重県環境白書」（平成21年 3月、三重県） 

■八手俣川（山口橋：環境基準の類型指定なし） 
項目 年間平均値 

pH 8.1 
DO（mg/l） 9.9 
BOD（mg/l） 1.1 
SS（mg/l） - 
大腸菌群数 
(MPN/100ml) 

4.6×102 

出典：「津市環境調査結果 水質（河川）平成18年度調査結果」 

（津市ホームページ） 

3)大気質 

■ダイオキシン類（平成20年度） 

調査地点 測定結果 
環境基準 

0.6pg-TEQ/m3 

超過の有無 
美杉総合支所 0.013 pg-TEQ/m3 無 

出典：「津市環境調査結果 平成20年度調査結果」（津市ホームページ） 

■硫黄酸化物（平成19年度） 

単位：SO3mg/日/100cm
2

調査地点 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年平均

美杉
総合支所

0.01
未満 0.10

0.01
未満 0.02

0.01
未満 0.04 0.02 0.02 0.01

0.01
未満 0.06 0.02 0.03

出典：「津市環境調査結果 平成19年度調査結果」（津市ホームページ）  

■二酸化窒素（平成20年度） 

単位：上段；μg/100cm 2/day  下段；ppm

調査地点 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年平均

4.7 5 4.8 5.4 5.5 7.2 10.5 15.2 8 8.5 12 7.3 7.8

0.002 0.002 0.002 0.002 0.003 0.003 0.004 0.006 0.003 0.004 0.005 0.003 0.003

美杉
総合支所

出典：「津市環境調査結果 平成20年度調査結果」（津市ホームページ）  

4)騒音 

昼間 夜間 昼間 夜間

環境騒音
津市久居東鷹跡246

久居総合支所
Ｃ 55 46 60 50

自動車交通
騒音

津市久居新町
(対象道路：松坂久居線)

Ｃ 68 61 70 65

環境基準(dB)

出典「平成20年版 三重県環境白書」（平成21年3月、三重県）

測定内容 地点名 地域類型
等価騒音レベル(dB)
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5)振動 

昼間 夜間 昼間 夜間

自動車交通
振動

津市ｼﾞｬｽｺ久居店前
(対象道路：国道165号)

商業地域 48 42 65 60

要請限度(dB)

出典「平成20年版 三重県環境白書」（平成21年3月、三重県）

測定内容 地点名 用途地域
等価騒音レベル(dB)

 

文献調査 文献名 第 1回～第6回：｢自然環境保全基礎調査｣ 
(環境庁・環境省、昭和51年～平成16年) 

｢三重の生物｣(三重県生物教育会、1994年) 
｢三重その自然と動物｣(三重県良書出版会、1986年) 

｢赤目一志峡県立公園(学術調査報告書)｣ 
(三重県、昭和50年) 

｢三重県レッドデータブック2005」：動物、植物・キノコ 
(三重県、2006年) 

｢植物群落レッドデータブック」(1996年､植物群落分化会編) 

現地調査の有無 有(H22.2.1～2.2) 聴取調査の有無 無 

(4)生態系
等 

調査結果等 
①植物 

1)植生の概要 
事業計画地及びその周辺の現存植生は、斜面の大部分は、スギ・ヒ

ノキ植林地が占めており、落葉広葉樹林が稜線付近や急峻な傾斜地な
どに点在する程度である。八手俣川沿いの平坦地では、水田耕作地が

目立つほか、集落などもおおむね平坦地周辺に点在する。 

2)貴重な植物 

事業計画地を含むメッシュでの分布または記録がある貴重な植物

として、クロミノイタチシダ、オニノヤガラ、ショウキラン等を含む

維管束植物35種、蘚苔類・地衣類14種、キノコ類7種が記録されて

いる。 

また、現地踏査（平成22年 2月）の際、坑口周辺の樹林でエビネ、

ヨウラクラン、チャボガヤ、セッコクなどの貴重な植物の生育が確認

された。 

 3)貴重な植物群落 

「第 5 回自然環境保全基礎調査特定植物群落-日本の重要な植物群落

Ⅱ東海版」による特定植物群落、及び「植物群落レッドデータブック」

による破壊の危惧がある植物群落として「矢頭山の植生」がある。 

 

②動物 1)動物相の概要 

事業計画地及びその周辺では、スギ・ヒノキ植林地にシカやキツネなど

の哺乳類が分布している。 

また、現地踏査（冬季）の際、河川沿いにタカハヤ、ヨシノボリなどの魚

類、ツチガエル、タゴガエルなどの両生類、サワガニなどが確認された。 

2)貴重な動物 

事業計画地を含むメッシュでの分布または記録がある貴重な動物とし

て、哺乳類12種、鳥類28種、両生類7種、爬虫類3種、昆虫類53種、

クモ類2種、魚類13種の記録が確認されている。 

また、現地踏査（平成22年2月）を行ったが、貴重種の確認はできなか

った。  
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文献調査 文献名 三重県ホームページ：指定文化財一覧（津地域） 

「第3回自然環境保全基礎調査」（環境庁、平成元年） 

「三重の旅おでかけ情報データブック2009保存版」 

（社団法人三重観光連盟、2009年） 

「美杉環境MAP」（津市美杉町） 

社団法人三重県観光連盟ホームページ：かんこうみえ 

津市ホームページ：津市の文化財 

「三重県一志郡 美杉村遺跡分布地図」 

（美杉村教育委員会、1996年 3月） 

「全国遺跡地図 三重県」（文化庁文化財保護部、1980） 

現地調査の有無 無 聴取調査の有無 無 

(5)自然景

観・文化

財等 

調査結果等 

①自然景観 

事業計画地周辺は、矢頭山（標高730.8ｍ）等の山々に囲まれた地域

であり、谷筋に鴉谷川及び波瀬川が流れている。 

事業計画地周辺の主な自然景観資源として、第3回自然環境保全基礎

調査の自然景観資源（非火山性孤峰）として選定されている「矢頭山」、

三重県天然記念物及びみえの樹木百選に指定されている「矢頭の大杉」、

そのほか、アマゴ釣りなどが楽しめる「八手俣川」がある。 

事業計画地周辺の主な眺望点として、「矢頭中宮キャンプ場」、「矢頭

山登山コース」がある。 

②文化財、史跡、

名勝等 

1)史跡、名勝、天然記念物 

事業計画地周辺には、三重県の天然記念物に指定されている「矢頭

の大杉」がある。 

2)埋蔵文化財包蔵地 

事業計画地及びその周辺には埋蔵文化財包蔵地が存在するが、対象

事業は通過しない。 

(5)自然景

観・文化

財等 

③野外レクリエ

ーション他 

事業計画地周辺の野外レクリエーション施設として、「矢頭中宮キャ

ンプ場」がある。また、事業計画地周辺の「八手俣川」ではアマゴ釣り

などができる。 

(8)その他 
自然災害等 

「三重県土砂災害情報提供システム」によると、対象路線は土石流危険渓流等及び土石流
氾濫域を通過する。また、事業計画地周辺には急傾斜地崩壊危険箇所がある。 
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5.事業計画案の環境配慮に係る評価 

長所 

主にトンネル構造で通過するため、現道拡幅案に比べ地形の改変が抑制さ

れ、坑口もおおむね人工林に計画されるため自然環境に及ぼす影響を最小

限にとどめることが可能である。また、現道案に比べ施工期間を短縮でき

るため地域住民の生活に及ぼす負担の軽減が期待できる。供用後は交通の

円滑化による地球温暖化の防止及び生活環境の保全が期待できる。 

短所 

工事に伴い発生する残土の活用について調整する必要がある。 
また、坑口付近の自然環境を調査し保全対策の必要性を検討する必要があ

る。 

会議で調整を要する事柄 
 

 

 

 

5-2 事業計画案の環境配慮に係る評価 

従来の事業等と比較して
優れている点 

主にトンネル構造で通過するため、地形の改変が抑制され、坑口もおおむ
ね人工林に計画されるため自然環境に及ぼす影響を最小限にとどめるこ
とが可能である。また、施工期間中も現道を使用できる地域住民の生活に
及ぼす負担の軽減が期待できる。供用後は交通の円滑化による地球温暖化
の防止及び生活環境の保全が期待できる。 

今後の課題 
工事に伴い発生する残土の活用について調整する必要がある。 
また、坑口付近の自然環境を調査し保全対策の必要性を検討する必要があ
る。 

会議での調整を要する事
柄 

 
 


